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市民ホール基本計画：施設整備の基本的考え方
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ユニバーサルデザインの7原則

1. 誰でも公平に使用できること

2. 使う上で自由度が高いこと

3. 使い方が簡単ですぐにわかること

4. 必要な情報がすぐに理解できること

5. うっかりミスが危険につながらないデザインで
あること

6. 無理な姿勢を取らずに少ない力でも楽に使用
できること。

7. アクセスしやすい空間と寸法であること。
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ロナルド・メイス(1941-1998)が1985年に提唱した概念。

「できるだけ多くの人が利用可能であるようなデザインにすること」
が基本コンセプト。
デザイン対象を障がい者に限定していない点が一般に言われる
「バリアフリー」とは異なる。

バリアフリー法

④

※施行令：高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令(以下、施行令)
※省令：高齢者、障害者等が円滑に利用できるようにするために誘導すべき建築物特定施設の構造及び配

置に関する基準を定める省令(以下、省令)

※基準：高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第二十四条の規定に基づく国土交通大臣
が高齢者、障害者等の円滑な利用を確保する上で有効と認めて定める基準(以下、基準)

※建築設計基準：高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準(以下、建築設計基準)

調査項目 施行令 省令 基準 建築設計標準
車椅子席の設置 18 ○(10)
客席勾配
手摺の増設 12 4
子供用座席座布団の購入
難聴者対策
視覚障害者対策 11，19，20，21 3，14，15，16 ○(5)
車椅子
AED
担架
救護室
非常ベルの設置
多目的トイレ 14，18，19 9，14 2-四 ○(7)
女子トイレの増設 18，19，22 17
洋式トイレ等の増設
客席以外のバリアフリー 13，16，18，21 2，3，4，5，6，8，11，16 2-一，2-二，2-三，2-五 ○(3，4，5，6，12)
裏方のバリアフリー 13 8 ○(5，12)
舞台へのアプローチの改善 13 8 ○(5，12)
楽屋-客席間のバリアフリー化 13 5，6 ○(5，12)
託児室新設、託児室への改修
親子室の新設等
幼児用ベッド等の設置
案内板の設置等 19，20，21 14，15，16
駐車場増設 17，18，19 12，14 ○(2.2)
身障者用駐車場 17，18，19 12，14 ○(2.2)
車寄せ 17，18 18 ○(2.2)

表表表表 高齢者高齢者高齢者高齢者、、、、障害者等障害者等障害者等障害者等のののの移動等移動等移動等移動等のののの円滑化円滑化円滑化円滑化のののの促進促進促進促進にににに関関関関するするするする法律法律法律法律
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神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例

• 本県では、平成８年に「神奈川県福祉の街づくり条
例」を施行し、障害者等が自らの意思で自由に移動し、
社会参加することができる福祉のまちづくりに向けて
取り組んできました。

• その後、急速な少子高齢化の進行、ユニバーサル
デザインに関する意識の高まり、「高齢者、障害者等
の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー
新法）」の制定など、社会状況の変化に的確に対応し、
より実効性のある取組みを行うため、平成20年12月
に条例の一部を改正しました。

• 劇場は床面積1000㎡以上が対象
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小田原障がい者基本計画
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計画期間（2011年度～2106年度）



高齢者、障害者等の円滑な移動等
に配慮した建築設計標準

平成24年 国土交通省

7

劇場・ホール関係抜粋
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建築物の用途別主なチェックポイント
設計事例集：刈谷市総合文化センター
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車椅子席

車椅子専用スペース型
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乗り移り型



通 路
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通 路
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避難設備施設
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出入口
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段差解消機
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スロープ

舞台-楽屋間改修

20

楽屋入口改修

入口改修
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階 段
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エレベータ
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車いす使用者用便房
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便所・洗面所
（オストメイト）
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便所・洗面所
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劇場のトイレ事例
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幼児用ベッド
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バリアフリーの視点から見た
劇場の特殊性
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段差が多い。つまづき易い。段差が一定ではない。
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後ろの席ほど客席の勾配がきつい。
（特に2階席、3階席）
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舞台と客席には段差がある。

32



真っ暗になる。
足元が見えにくい。
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幅広い年齢層の人たちが来る。
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不特定多数の人達がくる。
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人の出入りが集中する。特に終演時には集中する。
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車で送迎の場合、下車、乗車の時間が集中する。
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夜に公演が多い。公演のない昼間は人が少ない。
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幕間にトイレの利用が
集中する。
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託児室
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表と裏が分かれている。
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舞台設備の操作には技術が必要。
一歩間違えると事故になる。

42


